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１　私共 は，家庭生活の幸福増進の一手 段として家族

経済の安定 向上をはかるのであるが，そのために は，予

算生活の実行が最良の方 法である と思われる。予算生 活

実行に必要 な，予算編成の資料や反省の資料を提供し，

予算生活実行 の手引 となるのは家計簿記 で あ る。 そこ

で，家計簿記普及上の問題点を見出し，そ の対策につい

て考察するこ とに よって，予算生活の実行，ひいては家

族m 済の安定向上をはかり得れば幸と思 う。　。

２　予 め印刷した調査 用紙を，学校を通じて配布し，

生 徒児童の父母に回答しても ら っ た。　これを資料 とし

て，第１回 は記帳世帯 の側から，第２回は使用帳簿の併

から，主 に記帳率を左 右する諸要因につ いての考察を行

ない御報告したのであるが，今回は，回答者の意見や感

想な どの検討をするご とにより，主 として記帳 しない世

帯 の側からの考察を行ない，前 ２回の結果 と合 せて，家

計簿記普及上改善すべき問題点をあげ て，そ の解決策に

ついての考 察を行な った。

３　問題点は種々あ るが，主婦の家計簿をつけ ようと

する意欲を高め，種々な意味 における余裕を主婦 がもて

る ようにすると同時に，よい家 計簿を簡単に入手で きる

ようにすることなど，努力するべき方向を知 り得た。


